502-4-7

　28歳の男性。無痛性の陰嚢腫大を主訴に来院。超音波検査では右精巣に充実性腫瘤を認めた。血液検査では、AFP 44800ng/dl（基準値；20未満）、LDH 2300IU/ℓ（基準値；115-245）と高値を示した。腹部造影CTを示す

対応として正しいのはどれか。

a 導尿

b 経過観察

c 陰嚢穿刺

d 高位精巣摘除術

e 経直腸的前立腺生検

キーワード

20代男性、無痛性の陰嚢腫大、右精巣に充実性腫瘤、AFP・LDH高値

解説

陰嚢内容の腫瘤といえば

精巣腫瘍、陰嚢水腫、精索水腫、急性精巣上体炎、精索静脈瘤

このうち、無痛性かつ充実性となれば、精巣腫瘍がもっとも疑わしい。

精巣腫瘍

その多くが胚細胞由来で悪性であり、頻度は低い。

発症のピークは１~10歳、20～40歳と2相性で、若年および青壮年男性に多い。

理学所見：陰嚢内に精巣と連続した無痛性の充実性腫瘤を触知する（透光性はない）

腫瘍マーカー：AFP、hCG、LDHなどいずれも腫瘍組織が分泌するので、偽陽性は

ほとんどない

画像診断：超音波検査で充実性かどうかを判定し、カラードプラを併用して、組織内血流

の増加の有無を確認する。腫瘍が充実性で血流があれば腫瘍である可能性が高い

　　　　おそらく、出題画像はリンパ節転移を表している

以上より精巣腫瘍と診断できる。

治療：高位精巣摘除術（精索を内鼠径輪のレベルで結紮、切断して精巣を精巣上体ととも

に一塊に摘出する方法）により原発巣を取り除いた後、組織診断と病期決定を行う。

解答 d

502-4-8

　42歳の男性。会社員。38歳時から現在まで、うつ病の診断で精神科への入院歴が2回ほどある。1年前に退院してからは、精神科の外来に通院しており、抗うつ薬と睡眠薬の内服を継続していた。元々は真面目で控えめな性格だったが、3週間くらい前から「この会社をよくするためには、組織を改革しないとだめだ」と言い出し、上司に「あなたのやり方では会社がつぶれる」と文句を言うようになった。また、「俺みたいな一流の男は、着る服も一流じゃないとね」と言い、ブランド物の洋服をキャッシュカードで衝動買いしたりするようになった。1週間前からは「世界は常に動いている。世界の動向をつかまなくては！」といい、テレビのニュース番組をノートにメモ書きしながら観るようになったり、「この報道はおかしい」とテレビ局にクレームの電話をかけたりするようになったため、心配した妻が患者を通院先の精神科に連れてきた。

正しいのはどれか。2つ選べ。

a 睡眠薬を中止する。

b 抗うつ薬を増量する。

c 炭酸リチウムを開始する。

d 塩酸ドネペジルを開始する。

e バルプロ酸ナトリウムを開始する。

キーワード

うつ病の既往、抗うつ薬と睡眠薬の内服、「俺みたいな一流」＝自尊心の誇大、「会社をよくする」＝目標志向性の活動、衝動買い

解説

うつ病治療中に躁病のエピソードを来たした疾患である。

考えられる疾患として、A.うつ病治療薬による躁転、B.双極Ⅱ型障害がある。

双極性Ⅱ型障害の診断基準は「少なくとも1回ずつの大うつ病エピソードと軽躁病エピソードが存在し、かつ躁病エピソード、混合性エピソードが存在しないこと」とある。

今回の症例に当てはまるようであるが、「身体的な坑うつ治療によって明らかに引き起こされた軽躁病様のエピソードは双極性Ⅱ型障害の診断にあたるとするものではない」とされており、AかBかの判断が困難である。

よって、A・B両方を念頭において考えていく必要がある。

a.睡眠薬はせん妄、不穏をきたす。今回の症状との関係は薄いと考えられるので×

b.抗うつ薬による躁転の第一選択は抗うつ薬の中止であるため×

c.双極性Ⅱ型障害の軽躁病エピソードの治療薬はリチウム、バルプロ酸、カルバマゼピンと

いった気分安定薬であるため○

d. 塩酸ドネペジルはアルツハイマー型認知症の治療薬であるので×

e.ｃと同じ理由で○

解答c.e

502-4-9

　3歳の男児。いすから転落して、自宅近くの整形外科医院で右肘部の骨折と診断された。4週間前のキプス包帯による外固定で骨折部は癒合した。しかしギプスを除去したところ写真に示すような変形が明らかになった。

　この変形の名称は何か。

a 軸転位

b 反張肘

c 内反肘

d 外反肘

e 屈曲拘縮

解説

健側（左）に比べ、患側（右）の肘が明らかに内反している（上腕骨正中線の延長線より前腕の正中線が内側に変位している）

ちなみに軸転位とは、簡単に言うと真っ二つに骨が折れたとき、上の骨と下の骨で軸がズレてしまうこと。

屈曲拘縮とは、指などの関節が屈曲したまま固まってしまうこと。

骨ではなく「関節」のレベルで、屈曲ではなく「内反」しているため、内反肘である。

解答 c

５０８－４
答え；a
解説；a：体温、呼吸数、脈、薬剤の投薬期間

      b：必要事項記載。例えば、現病歴

      c：注射・処置・検査

      d：内服

      e：検査データ

５０８－５

答え；c
解説；a：治療効果を判定するのに重要なので記載すべき

　　　b：ＤＮＲ＝Ｄｏ　Ｎｏｔ　Ｒｅｓｕｓｃｉａｔｅ　order のことであり、患者が心肺停止に至ったときに蘇生を行わないことを前もって医師と本人、家族の間で合意しておこくと。よって、ＤＮＲと記載されていたら蘇生はしない。

　　　ｃ：ＰＣ＝Platelet Concentratesであり、濃厚血小板のことを指す。ちなみに、凍結血漿はＦＰ＝Ｆｒｏｚｅｎ　Ｐｌａｓｍａ。Ｕ＝Ｕｎｉｔ　単位のこと。

　　　d:文意の通り。

　　　e：文意の通り

５０８－６

答え；ｃ

Key　Word；６５歳男性

三ヶ月前から咳嗽、喀痰

　　　　　　胸部CTで右上肺に長径３６ｍｍの腫瘤影

　　　　　　同側に少量の胸水

　　　　　　気管支内視鏡検査で腫瘤影は腺癌

　　　　　　胸腔穿刺でも腺癌が検出

　　　　　　転移なし

　　　　　　ＰＳ０、肝、腎などの臓器機能良好

　　　　　　２０歳から１日２０本の喫煙

解法の要点；胸腔穿刺で腺癌が検出されている。つまり、癌性胸水有り。リンパ節転移、遠隔転移なし。

　　　　　　よって臨床病気分類Ｔ４Ｎ０Ｍ０で癌性胸水があるのでＷｅｔⅢＢ期となり治療は、化学療法となる。

診断；肺腺癌

解説；a：癌性胸水がある場合手術不能

　　　b：免疫療法の適応疾患外

　　　c：ＷｅｔⅢＢは化学療法

　　　d：癌性胸水がある場合放射線不能

　　　e：三期は基本化学放射線療法だが、癌性胸水がある場合は放射線不能。
